
 

 

 

 

 

 

前期を振り返って 

校 長   長 岡 利 保 

 

9 月 9 日早朝に、関東地方に過去最強クラスの台風が上陸しました。首都圏ＪＲ・私鉄 

が計画運休のため、駅や道路は大混雑でした。私もこの横浜で、こんな状況は初めてのよ 

うな気がします。この日は道路渋滞の中を、ノロノロ運転のバスで最寄り駅まで行き、地 

下鉄の駅では、電車が混んでいて乗ることができず、何本か見送って、何とか乗れたもの 

の阪東橋駅で降りられず、大勢が降りる関内駅でやっと降りることができました。 

私の近所の公園では、毎年大きな松ぼっくりをつける木が根こそぎ倒れ、公園の柵が壊 

れていました。千葉県の被害等、またもや自然の驚異を感じました。 

被災された方々が、元の生活を早く取り戻せるよう、心よりお祈り申し上げます。 

さて、校内では、夏休み明けから縁日やダンスワークショップがあったり、防火・防犯 

 訓練があったりと、少しずつ学校のリズムを取り戻してきたのではないでしょうか。 

あと少しで、令和元年の前期の課程が終了するところとなります。みなさんは前期を振 

り返って何が思い出されますか。何か大きく印象に残るようなことはあったでしょうか。 

『 心に刻む 』、ということは、ただ待っているのではなく、成功も失敗も自分で意識を 

向けたものでないと深く心に残ることはありません。後期に向かってこれからも能動的 

（自ら働きかけるさま、広辞苑より）に取り組んでいきましょう。 

前期の終業式には小学生は「あゆみ」、中学生には「連絡票」をお渡ししますが、本校 

 では学期途中からの転学により在籍期間が短い場合や治療や病状によって、学習時間の確 

 保が難しい場合があり、各教科で取り組んだ内容や目標への到達度を文章で表記すること 

 にしています。「あゆみ」及び「連絡票」を通して学習や生活の意欲を高め、さらに目的 

 意識がもてることを願っています。 

学校と家庭が情報を共有することで、より適切な指導・支援が図れるものと考えてい 

 ます。今後ともご理解とご協力をお願いします。 

令 和  元（２０１９）年１０月 １日 

      第 ６ 号 （第 243 号） 



 

 

 

１０月の予定 

 

 

 

3 日（木） 遠足（福浦） 

１１日（金） 前期終業式（※午前授業） 

       こどものアトリエ（福浦） 

 

１４日（月） 体育の日 

 

１５日（火） 後期始業式 

１６日（水） 院内フェスティバル（福浦） 

１８日（金） ドッグセラピー（福浦） 

２２日（火） 国民の祝日 

即位礼正殿の儀の行われる日  

３０日（水） ハロウィン行事（センター） 

 

 

11 月 1 日（金） 全校朝会 

組み紙でおしゃれバッグ 

～福浦院内学級～ 

図工の時間に組み紙をしました。画用紙を半

分に折り、切り込みを入れ、細い画用紙を差し

込み、模様を作りました。差し込む画用紙の色

を変えたり、切り込みの入れ方をアレンジした

りして、オリジナルの組紙ができました。 

できた組み紙は、取っ手をつけて、バッグに

しました。それぞれ、個性がきらりと光るオリ

ジナルバッグができました。 

 

食“育”の秋！ 

～訪問指導学級～ 

９月２６日（木）、 

各院内学級を TV で 

つなぎ、食育教室が 

行われました。 

今年度のテーマは、 

『東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝ 

ﾋﾟｯｸ２０２０に向けて、 

世界のグルメリポート 

をしよう！』です。 

前半、様々な国の文化や主食、給食の紹介が

あったあと、各院内学級から、世界のグルメに

ついて発表がありました。 

アジア担当の訪問指導学級は、トップバッタ

ーでモンゴルの料理について発表しました。 

料理の紹介や料理に秘められた歴史・文化の背

景等もわかりやすくまとめられていました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンスワークショップ 

～センター院内学級～ 

９月１８日（水）、第 2 回ダンスワークショップ

がありました。前半は、教室での活動でした。

皆で円になって座り、リズムに合わせて楽しく

体を動かしました。後半は、小児病棟のプレイ

ルームで行いました。院内学級の子どもたちは、

教室で取り組んだ即興ダンスを披露し、会場に

来ていた方々から温かい拍手をもらいました。

最後に、講師によるダンスの鑑賞もありました。

間近で見るダンスの迫力と細部への繊細な動き

に、皆が引き込まれるひと時となりました。 


